
様式（１）-①

都市再生整備計画（第1回変更）
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令和６年３月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなか ウ ォーカブル 推進事業 □



目標及び 計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 26.1 ha

令和 3 年度　～ 令和 5 年度 令和 3 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の 根拠
都市全体の 再編方針（都市機能の 拡散防止の ため の 公的不動産の 活用の 考え方を含む 、当該都市全体の 都市構造の 再編を図るため の 方針）　※都市構造再編集中支援事業の 場合に記載すること。そ れ以外の 場合は本欄を削除すること。

まちづくりの 経緯及び現況

課題

将来ビ ジョン（中長期）

都道府県名 青森県 七戸
しちの へ

町
ま ち

七戸
しちの へ

十和田
と わ だ

駅
え き

周辺
しゅ うへ ん

地区
ち く

計画期間 交付期間 5

大目標：七戸十和田駅周辺の 利便性向上を目指した都市拠点の 形成
目標１：七戸町の 都市拠点・交通拠点としての 有効な土地利用
目標２：住民の 交流の 場にふ さわ しく災害に強い公共施設整備

　平成22年の 東北新幹線七戸十和田駅開業に伴い、当該駅周辺は土地区画整理事業が 実施され、道の 駅しちの へ や 七戸町観光交流センター が 立地するなど新たな市街地として発展しており、七戸町にとっ て重要なエリ アである。しか し、開業後は
七戸十和田駅利用者増加による慢性的な駐車場不足の 発生により、駅周辺の 宅地を七戸町が 長期にわ たっ て借り上げ 、臨時駐車場として使用し続けており、土地利用において土地区画整理事業の 整備効果を十分に発揮できていない。この ことか
ら、土地区画整理事業隣接地へ の 公共駐車場増設及び臨時駐車場の 廃止により駅周辺宅地の 土地利用を促進するとともに、分散する町の 公共施設の 統合を見据えた用地を整備し、七戸十和田駅周辺が 都市拠点・交通拠点として発展する有効な
土地利用を図る必要が ある。
　また、近年の 人口減少や 少子高齢化の 傾向が 今後も予測されていることに加え、町内公共施設の 老朽化により公共施設の 更新や 集約化が 必要となっ ており、この ままでは地域コミュ ニ ティの 衰退や 公共施設の 利便性の 低下などが 危惧されること
か ら、交通の 拠点として利便性が 高く好立地な七戸十和田駅周辺地区は、公共施設の 再配置による住民交流の 促進が 期待される。なお、浸水想定区域の 見直しにより旧七戸町既存市街地が 浸水区域となっ たことに加え、感染症対策により避難所
の 不足が 想定されることか ら、公共施設は避難所としての 機能を兼ね備える必要もある。

・七戸十和田駅周辺地区は、旧七戸町と旧天間林村の 既存市街地の 中間点に位置し、東北新幹線七戸十和田駅と国道4号が 交差する広域交通の 拠点として好立地な地区である。
・平成22年12月の 東北新幹線七戸十和田駅開業に伴い、平成18年～ 平成26年にか けて「七戸町新駅周辺地区」で土地区画整理事業による都市基盤整備を行っ た。
・地区内には広域交通と観光の 拠点として、道の 駅しちの へ 、七戸町観光交流センター 、美術館、山車展示館、大型ショッ ピング センター などが 立地し、集客力の あるエリ アとなっ ている。
・駅利用者増加により駐車場不足となり、臨時駐車場を設置したが 、平成28年3月に北海道新幹線が 開業し、これまでの 東京方面に加え、北海道方面へ の 駅利用者も増加し、さらなる駐車場不足となっ ている。
・平成30年3月に「七戸町荒熊内地区開発計画」を策定し、七戸十和田駅周辺を含む 荒熊内地区の 今後20年の 開発方針を示した。
・令和2年度に「七戸町都市計画マスター プラン」の 改定を実施し、七戸町の 情勢変化や 立地適正化計画策定に対応する都市計画マスター プランとなり、そ れを基に公共施設の 配置などに対応した用途地域の 拡大を行っ た。
・令和2年度に「七戸町立地適正化計画」を策定。七戸十和田駅周辺地区と七戸町役場七戸支所周辺地区を都市拠点と位置づけ、誘導区域を設定し居住と都市機能の 誘導を図る計画とする。

○土地の 適正利用
・土地区画整理事業により整備した宅地の 一部は、現在七戸十和田駅利用者の ため に町が 借り上げ 臨時駐車場として使用しているため 、宅地としての 適正利用が できておらず、居住誘導の 妨げ となっ ている。
○都市拠点へ の 公共施設の 再配置
・少子高齢化や 人口減少の 進行に伴い、地域コミュ ニ ティの 衰退や 公共施設利用者の 減少が 危惧されるが 、住民にとっ て立地が 良く、多様な世代が 気軽に利用できる交流の 場として、避難所機能を備えた公共施設の 集約化が 必要である。

【第２次七戸町長期総合計画（平成28年3月）】　（計画期間平成28年度～ 令和7年度）
・基本目標「潤いと彩りあふ れる田園文化都市をめ ざして」に向け、地域連携型の まちづくり、地域経済自立型の まちづくり、住民参加型の まちづくりをめ ざす。

【七戸町都市計画マスター プラン（令和2年8月）】　（計画期間令和2年度～ 令和22年度）
・七戸十和田駅周辺を「都市拠点」と位置付け、行政・商業・医療・福祉などの 各種都市機能の 集積を推進する。
・都市拠点周辺を「生活拠点」と位置付け、行政・商業を中心とした地域の 日常生活に必要な都市機能の 集積を推進する。
・土地区画整理事業により整備された七戸十和田駅周辺においては、交流産業や 観光情報発信など観光交流機能の 集積、商業や 住宅等の 整備を推奨し、事業の 効果を最大限発揮できるよう市街地の 活性化を図る。

【七戸町立地適正化計画】（計画期間令和3年度～ 令和22年度）令和3年3月策定予定
・町の 主要拠点に都市機能を集約し適正に配置することで、計画的な土地利用による居住環境や 生活利便性の 向上及び低未利用地の 解消を図る。
・公共交通の 利用実態を踏まえ、効率よく公共交通網を設定することで、公共交通を利用しや すい環境の 構築を図る。

【荒熊内地区開発計画（平成30年3月）】　（計画期間平成30年度～ 令和19年度）
・町民の 利便性向上と少子高齢化社会を見据えた効率的なまちづくりの 実現の ため に、公共施設の 立地、集約の 検討が 必須である。
・七戸十和田駅周辺は、新市街地に位置づけられているだけでなく、観光交流の 拠点、防災の 拠点など多岐にわ たる機能を有しているもの の 、現状は多くの 未利用地が 存在し、また駅利用者用の 臨時駐車場が 複数箇所あるなど、区域の 優位性が 活
か されていない状況にあるため 、新市街地機能の 充実を図るため の 用地等として有効活用することが 求め られる。



都市構造再編集中支援事業の 計画　※都市構造再編集中支援事業の 場合に 記載すること。そ れ以外の 場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の 考え方

都市の 再生の ため に必要となるそ の 他の 交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

軒/年 R2 R5

人/年 R1 R5

・旧七戸町と旧天間林村にある既存市街地は、か ねてか らの 都市機能が 存在し、多くの 住民生活との 関係が 形成されていることか ら、立地適正化計画においては現状の 都市機能の 維持と適度な進展を主とした都市機能誘導区域を設定し、既存コ
ミュ ニ ティの 確保を図る。
・七戸十和田駅周辺は、交通の 拠点という好立地か つ 災害リ スクも低いエリ アであり、新市街地として今後の 発展も見込め ることか ら、立地適正化計画においては都市機能の 積極的な誘導を主とした都市機能誘導区域を設定し、新たな七戸町の 魅
力の 創出と住民交流の 活性化を図る。
・旧七戸町の 既存市街地には災害リ スクエリ アが 存在するが 、浸水エリ ア周辺には避難所が 少ない。また、感染症対策による避難所の 小人数化により避難所の 不足が 今後起こりうる。この ことか ら、立地適正化計画においてハ ザ ー ドエリ アの ない七
戸十和田駅周辺地区に設定した都市機能誘導区域に、避難所を兼ねる地域交流施設を建設し、災害に強いまちづくりを目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の 関連性 従前値 目標値

コミュ ニ ティバ ス等の 年間利用者
町全体におけるコミュ ニ ティバ ス・シャトル バ スの 年間利
用者数

交通利便性の 高い都市拠点へ の 公共施設立地による住民交流
の 活性化

39,534人 39,534人

七戸十和田駅周辺の 新築住宅 移住や 建替えによる住宅の 建築数
土地利用の 適正化による都市拠点としての 魅力向上に伴う居住
者の 増加

80軒 94軒



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の 整備方針

そ の 他

方針に 合致する主要な事業
【住民の 交流を目指した都市拠点づ くり】
・地域交流センター の 整備に より、スポー ツ振興や 文化活動、まつ りの 伝承などさまざまな用途で、子どもか ら高齢者まで幅広い年齢層に 提供でき、地
域交通の 活用を踏まえ、地域交流の 活性化を促し、住民の 生活の 質の 向上を図る。
・地域交流センター や 七戸十和田駅の 利用者の 駐車場を一体として整備することで、臨時駐車場として利用している七戸十和田駅周辺の 宅地の 適正利
用を図る。

【基幹事業】
・道路：町道荒熊内大通り線、町道荒熊内2号線、町道駅南13号線
・地域生活基盤施設：駐車場整備、案内情報板
・高次都市施設：地域交流センター

【住みたくなるまちを目指した防災に 強い拠点づ くり】
・地域交流センター を避難所に 指定することに より、近隣住民及び旧七戸町既存市街地か らの 避難を受け入れることが 可能に なり、浸水想定区域が 拡
大されたことに 伴う住民不安の 軽減と、住みたくなるまちとしての 質の 向上を図る。
・地域交流センター の 建設に 合わ せ て道路等の 基盤を整備し、防災拠点としての まちづ くりを推進する。

【基幹事業】
・道路：町道荒熊内大通り線、町道荒熊内2号線、町道駅南13号線
・地域生活基盤施設：調整池（地域防災施設）
・高次都市施設：地域交流センター

【】



目標を達成するた め に 必要な交付対象事業等に 関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の 単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 七戸町 直 L=400m R3 R5 R3 R5 161.2 161.2 161.2 161.2 -

七戸町 直 L=136m R3 R3 R3 R3 19.6 19.6 19.6 19.6 -

七戸町 直 L=200m R3 R3 R3 R3 12.1 12.1 12.1 12.1 -

公園 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 地域防災施設 七戸町 直 A=1,435㎡ R3 R3 R3 R3 131.7 131.7 131.7 131.7 -

駐車場 駅利用者用 七戸町 直 467台 R4 R5 R4 R5 219.9 219.9 219.9 55.0 -

案内情報板 七戸町 直 9基 R4 R5 R4 R5 26.0 26.0 26.0 26.0 -

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター 七戸町 直 Af=2,211㎡ R3 R5 R3 R5 3,823.7 1,458.7 1,458.7 1,458.7 -

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,394.2 2,029.2 2,029.2 0.0 1,864.3 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

 七戸町 直 － R5 R5 R5 R5 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …B

合計(A+B) 1,864.3
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
七戸町 Aｆ=3,459㎡ 〇 R3 R5 2,365.0

合計 2,365.0

（いずれか に○） 事業期間
全体事業費

（仮称）総合アリーナ建設事業

 公共駐車場整備事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれか に○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

 事業効果分析調査  七戸十和田駅周辺地区

まちづくり活
動推進事業

地域創造
支援事業

事業主体 直／間事業 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業箇所名

住宅市街地総合整備事業

地域交流センター

調整池　V=1,359m3

交付期間内事業期間
細項目

町道荒熊内大通り線

町道荒熊内2号線

町道駅南13号線

0.5

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,864.3 交付限度額 932.1 国費率

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の 区域 様式（１）-⑥

　七戸十和田駅周辺地区（青森県七戸町） 面積 26.1 ha 区域 七戸町字荒熊内の 一部

※　計画区域が 分か るような図面を添付すること。

七戸十和田駅周辺地区
26.1ha

道の 駅

しちの へ



七戸十和田駅周辺の 新築住宅 （軒/年） 80軒 （R2年度） → 94軒 （R5年度）

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの 年間利用者数 （人/年） 39,534人 （R1年度） → 39,534人 （R5年度）

（　　　） （　　年度） → （　　年度）

　七戸十和田駅周辺
し ち の へ と わ だ え き し ゅ う へ ん

地区（青森県七戸町）
あ お もり け ん し ち の へ ま ち

　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標：七戸十和田駅周辺の 利便性向上を目指した都市拠点の 形成

目標１：七戸町の 都市拠点・交通拠点としての 有効な土地利用

目標２：住民の 交流の 場にふ さわ しく災害に強い公共施設整備

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

都市再生整備計画

都市機能誘導区域

居住誘導区域

凡 例

様式（１）-⑦-１

七戸十和田駅周辺地区
A=26.1ha

■基幹事業
地域生活基盤施設（地域防災施設）
（地下式調整池）A=1,435㎡

■基幹事業
地域生活基盤施設（駐車場）

467台

■基幹事業
道路整備事業
（町道荒熊内２号線）
L=136ｍ

■基幹事業
道路整備事業
（町道荒熊内大通り線）
L=400ｍ

■基幹事業
地域生活基盤施設
（案内情報板の 設置）

地域交流センター（イメージ）

至 新青森駅

至 八戸駅

至 野辺地町

至 十和田市

道の 駅
しちの へ

■基幹事業
高次都市施設
（地域交流センター）

Aｆ=2,211㎡

■基幹事業
道路整備事業
（町道駅南13号線）
L=200ｍ

○関連事業
（仮称）総合アリーナ建設


